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平成19年４月に図書館長に就任致しましたが、今

回は大学図書館に課せられた多くの課題の中から重

点事項について述べます。

大学図書館は、大学に於ける学術情報基盤である

蔵書・学術雑誌（冊子体）主体の整備・運用から、デ

ジタル化、ネットワーク化に応じた電子ジャーナル

および大学で生産される研究・教育成果を電子書庫

として登録・運用・発信する機関リポジトリを併せ

持つハイブリッド・ライブラリーへと重点がシフト

してきている。国立国会図書館は電子書籍、電子雑

誌を初めとする多量のデータファイルを登録、保管

しインターネットを介して迅速・多量に配信し何時

でも、何処でも、誰でも受信し利用できるようにデ

ジタルコンテンツの共同利用体制を執って来ている。

大きく変化するデジタル環境化で、秋田大学附属

図書館も研究・教育支援達成の為、アクセス機能の

良い図書館ホームページの作成、検索端末整備、My

Library登録による図書館利用の利便性向上などイン

ターネット環境下での研究・学習支援も進めている。

平成19年３月の図書館システムの更新で、各種学術

図書と利用案内情報の提供、学内ＬＡＮでの蔵書検

索、学外文献複写依頼に対する24時間サービスを開

始している。

平成19年度からは「電子ジャーナル及び学術情報

データベースの整備に関する基本方針」を策定し、

全学共通経費による全タイトル利用可能なパッケー

ジ契約で学術情報資料の効率的効果的収集を進めて

いる。しかし電子ジャーナル経費高騰のスピードは

著しく、今後予算との兼ね合いで購入内容の検討も

始める予定である。

秋田大学学術情報リポジトリは平成19年に年度計

画推進経費を確保してサーバを設置し、平成20年３

月27日に正式運用を開始した。９月５日時点で登録

件数は800件を超え、アクセス者数は月平均4,500以

上となり、学内の協力により現在順調に登録と運用

を進めている。

デジタル環境の整備と共に、利用する側のルール

順守に向けての教育や広報活動も大学の大きな課題

である。平成12年から図書館の学生に対する情報教

育が開始された。現在図書館情報リテラシー教育

（情報の知識・技術A、B）として図書館における情

報利用の基本を年２期に分けて講義をしている。

図書館職員によるデジタル情報の利用・検索方法の

実習の他に、19年度からは導入ないし初年次教育の

意味も含めてアカデミックスキルと共にレポートと

卒業論文作成の基本、プレゼンテーションの基本も

講義している。学生がネット上から正誤を確認しな

いまま取得した情報でレポートを作成する事が今問

題になっているので、図書館にある正確な一次情報

としての蔵書、雑誌等の利用方法及び著作権を考慮

した引用のルールの重要性を講義している。

米国大学図書館協会では「高等教育のための情報リ

テラシー基準」が制定されて（2000）、情報の効果

的・効率的アクセス、情報・情報源の批判的評価、特

定目的達成の為の効果的情報利用、倫理的かつ法律

に則った情報のアクセス・利用等を修得させている。

本学も平成20年３月31日に図書館職員の努力によ

り、「秋田大学情報探索ガイドブック2008」を発行し、

附属図書館長 渡　会　二　郎
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教職員の図書館利用と学生の情報リテラシー教育の

為の参考図書としても活用して貰っている。

石川前館長時代の平成18年2月の秋田大学附属図

書館自己点検・評価報告書、平成18年3月の秋田大

学附属図書館外部評価報告書では、幾つかの改善す

べき点が指摘された。

それを踏まえ平成19年度より職員の時間差出勤、

アルバイト雇用による平日利用時間の延長、学内補

正予算措置による空調設備設置、トイレ全面改修、

身障者スロープ設置改修で利用環境の整備を行った。

医学部分館では自動貸出返却装置設置で利用者の利

便性向上と図書館業務の効率化を図った。

学生用図書も、法人化後の毎年１％の効率化係数

による経費削減から除外してもらい、平成19年以降

も前年と同額の予算を確保し、学生用図書館資料選

定専門委員会を中心に、シラバス対応学習資料の充

実を初めとする学習図書の充実を図ってきている。

本学においては今後、学生の要望の多様化に合わせ

た選書方法の見直しが課題となる。

大学図書館基準（大学基準協会）には相互協力の

項目がある。そこには参考調査業務の協力体制の確

立と資料の相互貸借、複写サービスが謳われている。

秋田大学図書館は平成19年4月から秋田県立図書館

で構築している県内公立図書館横断検索システムに

参加し横断検索が可能となっている。平成20年3月27

日に秋田県立図書館との相互協力協定に調印した。

これは資料の相互利用、協力レファレンス（参考調

査・照会等）、資料の収集保存、職員の相互協力を行

う為である。7月28日からは相互貸借をスタートさせ

ており、My Libraryからの申込を受け付けている。

大学図書館の課題として、従来の冊子体主体時代

の静謐な図書館環境の確保だけでなく、グループ学

習と学生・教員相互交流への対応、プレゼンテーシ

ョン機能の整備、スキャナー・プリンター利用環境

の整備、技術支援体制も視野にいれたいわゆるラー

ニング・コモンズ環境の導入があり、各大学で試み

られてきている。法人化後の各大学図書館は、その

老朽化、狭隘化に対する増改修、高度情報システムへ

の対応、高度化・多様化する研究・教育ニーズに対応

した動きを取って来ている。予算措置が前提ではあ

るが、秋田大学も現在それらを視野に入れて関係部

署を複合化させたセンター化の構想も進めている。

法人化後の新しい図書館基準への対応として、主

題・専門知識を有する図書館専門職員の育成、情報

ネットワーク環境整備、学生数の25％座席数確保等

が求められてきている。

従来の大学図書館の基準では入り口設置審査が主

であった。法人化後の2001年からは大学評価・学位

授与機構に見られるように評価認証へと重点が移っ

ている。中期目標・中期計画の策定と達成度測定に

おいて、大学の教育研究と図書館活動の関係を考え

た定量的指標・定性的指標および電子図書館サービ

スの指標は未だ日本では模索の段階である。

近い将来日本においても、米国大学図書館協会に

おける高等教育機関の図書館基準のように、認証・

成果評価へと移っていくものと思う。その意味でも、

平成20年度に法人化後の第二期中期計画に資するた

め、図書館で10月実施予定の教育環境整備のための

図書館アンケートは重要であり、教職員と学生の皆

様のご協力をお願いしたい。
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秋田大学学術情報リポジトリ（AIR）案内

・ 本学関係教員等の研究・教育業績（論文等）が検索・利用できます。

・ 図書館HP左欄の“AIR”アイコンからお入りください。

・ 直接入る場合は IPアドレス http://air.lib.akita-u.ac.jp からどうぞ。

色々な項目ごと
にブラウズ（一覧）
できます。

著作名や論文タイトル、
主題などで検索できます。

直接、論文情報に
入れます。

各学部等の登録
情報の詳細が見
られます。登録文献は

Google Scholar や
CiNiiでも検索でき、
本文も読めます! !
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参考文献リストには
このアドレスを
記載してください

本文（PDFファイル）
はどちらをクリック
しても開きます。
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OPAC（蔵書検索システム）の電子ジャーナルアイコン について

→電子ジャーナル利用可能を意味します。(クリック→直接電子ジャーナルページに入れます)

電子ジャーナルのみ
利用できます。
所蔵年表示年が本文
利用可能年です。

所蔵年表示の冊子
のみ利用できます。

電子ジャーナルと所蔵年表示年の
冊子が利用できます。電子Ｊの本
文利用可能年は（冊子＋EJ）統合
リスト等でご確認ください。
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（欧文タイトル）冊子＋電子ジャーナル統合リストの利用法
・ タイトルの先頭語のグループを選ぶと入れます。

・ 各タイトルを選択し、冊子情報あるいは電子ジャーナルページに入ってください。

・ “電子ジャーナル総合案内”ページもご覧ください。

冊子（プリント版）があるものは
このアイコンをクリックすると
所蔵情報が表示されます。

（リンクされている）タイトルを
  クリックすると電子ジャーナル
  ページに入れます。

電子ジャーナルの
本文利用可能年
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坪井ひろみ
（訳書『ムハマド・ユヌス自伝―貧困なき世界
をめざす銀行家―』ムハマド・ユヌス，アラン・
ジョリ著（猪熊弘子訳），1998年，早川書房）

秋田大学に勤務する前に，私は山口県宇部市に

住んでいた。そこで一人のバングラデシュ人医師

と出会い，彼からバングラデシュについてさまざ

まなことを学んだ。そのなかの一つがグラミン

（村の）銀行の活動である。「貧しい人びとにお金を

貸すってどうゆうこと？」「そもそも貧しい人びと

が返済できるのかしら？」「貧しい人びとがグルー

プを作って毎週集まるその原動力ってなに？」。

次々と疑問がわき，もっと知りたいという気持ち

が募り，私はすっかりグラミン銀行に魅了されて

しまった。1995年のことである。

本書は，グラミン銀行の創設者で総裁，2006年ノ

ーベル平和賞受賞者で貧困削減の世界的リーダー

であるムハマド・ユヌス博士の自伝である。本書

は，私が抱いた疑問のすべてに答えてくれた，私

にとっては宝のような名著である。しかし，本書

の意味はそれに留まらない。彼の貧困削減に向け

た強い意志，貧者を信用する哲学，これまでだれ

も考えつかなかった貧困削減のための手法，そし

て時にはバングラデシュ政府や世界銀行を敵に回

してまでも貫く行動力。私は迷ったとき，いつも

本書を取り出し，数ページを音読して気持ちの整

理をしている。この本にはそんな魔法の力がある。

手元にある本書には，ユヌス博士が執務室で書い

てくださった1999年3月22日付のサインがある。

本書はまた，英語で表現された文章としても，

とても魅力的である。ウイットに富んだわかりや

すい英文は，十分に手本となるものであり，また

そこには，ユヌス博士の人柄がよく表れている。

実際のユヌス博士は，木綿のシャツに木綿のズボ

ン，素足にサンダル履きで，冷房のない簡素な部

屋で執務をとっている。本書のなかの飾らぬユヌ

ス博士は，実際そのものである。彼はまた一級の

話者でもある。彼が講演で話すグラミン銀行の生

い立ちは，なんども聞いたことがある人びとをも

毎回感動させるほどである。

私は2008年3月27日にもユヌス博士の執務室を訪

れ，彼の新刊書にサインをお願いした。そこには

「My friend, Hiromi」と記されていた。ユヌス博士

に最初にお会いしたのは1998年であった。あれから

10年を経てMy friendと呼んでくださったことを誇

りに思っている。

（つぼい　ひろみ　工学資源学部准教授）

※ この図書（英語版と翻訳書）は本館開架１F（289.2ⅡY98）にあります。

Banker to the Poor
: The autobiography of Muhammad Yunus,
founder of the Grameen Bank, by Muhammad
Yunus with Alan Jolis, The University 
Press Limited, [Dhaka], 1998, ISBN 9840514679



研究代表者 書　名

井　門　正　美
ゲーミング・シミュレーション教材「地球環境サミット」の開発と実践
 ( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

教育文化学部

佐々木（島崎）雅子
多文化共生を目指す外国語教育の実証的研究 : ICT による国際学習コミュニティの創出 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究 A)

教育文化学部

對　馬　達　雄
ナチスの《過去》とドイツ戦後教育の展開 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

教育文化学部

天　辰　禎　晃
非経験的分子軌道法によるジアリールエテン類の光化学反応の検討と新規化合物の設計
 ( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C2)

工学資源学部

河　上　　　肇
時空変形する領域の形状推定問題に対する放物型方程式に基づく研究 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

玉　本　英　夫
民俗芸能の舞踊のデータベース構築手法の開発とその活用に関する研究
 ( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

金　児　紘　征
二液相界面における薄膜成長にともなう界面張力変化と界面成長機構の解明 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究 B)

工学資源学部

後　藤　　　猛 
優生外来種移植による嫌気性ミクロフローラの改良と動態解析方法の開発 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

今　野　和　彦
波長の制限を超える超音波計測システムの構築に関する研究 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

寺　境　光　俊
酵素分解可能なデンドリティック高分子の合成 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

小　玉　展　宏
ｆｄ遷移による量子カッティングの配位圏アクセプタサイト相関と真空紫外蛍光体の創製 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究 B)

工学資源学部

神　谷　　　修
リーチング菌と分解菌の組合せによる汚染土壌の環境低負荷型分解法と金属リサイクル 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

村　岡　幹　夫
原子間力超音波顕微技術による極微破壊の制御とナノ流路の加工
 ( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

長谷川　裕　晃
非定常流体力発生メカニズムの解明と水泳の推進力への活用 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

筒　井　智　樹
地震波形相関関数探査法による火山浅部地下構造の展開研究 
( 科学研究費補助金研究成果報告書 . 基盤研究C)

工学資源学部

小松田　　　敦
微小変化型ネフローゼ症候群症例の発症・再発時に高発現する抹消血単核球内の遺伝子群 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

合谷木　　　徹
虚血性脳障害におけるβアドレナリン受容体遮断薬の保護効果に関する研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

蛇　口　達　造
成長期広範小腸切除後の消化管運動機能におよぼすアルギニンの効果 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

中　村　　　彰
世界初のマイクロプロセッサにおける知識の基盤化と社会浸透の記述 
( 科学研究費補助金 特定領域研究（公募研究）)

医 　学 　部

片　寄　喜　久
センチネルノード同定のための磁気音響型センサの開発に関する研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (B)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

小　川　純　一
転移性肺腫瘍に対する感温性磁性体を用いた誘導加熱による低侵襲的温熱療法の研究
(科学研究費補助金 (基盤研究 (B)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

田　中　俊　誠
新規卵子成熟誘導因子の同定とその臨床応用 
( 科学研究費補助金（基盤研究 (B)) 研究成果報告書 .)

医 　学 　部

南　谷　佳　弘
アンチトロンビン III の受容体としてのシンデカン4コア蛋白の解析
(科学研究費補助金 (基盤研究 (B)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

南　條　　　博
トレーニングによる全身諸臓器毛細血管活性化の基礎的研究
(科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

尾　野　恭　一
生理活性物質による心筋Ｔ型Ｃａチャンネルの修飾と心拍調節への生理的関与
(科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

飯　島　俊　彦
血管内皮イオンチャネル構成因子としての TRPの分子薬理学的解析 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

榎　本　克　彦
Bad siRNA delivery による肝虚血 ー  再灌流傷害の抑制 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

西　川　祐　司
肝細胞の胆管上皮化生における TNF- αの意義 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

堀　江　泰　夫
オートファジーは肝臓の炎症、線維化、発癌に関与する － 動物モデルによる検討
(科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

大　嶋　重　敏
非アルコール性脂肪肝炎の病態の究明（酸化ストレスとミトコンドリアの関与を中心に）
(科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

高　橋　　　勉
小児病態におけるスフィンゴミエリン・セラミドサイクルの研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

真　鍋　　　求
腫瘍関連PI3K の選択的遮断を基盤とする扁平上皮癌に対する分子標的治療法の創生 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

本　山　　　悟
bFGF徐放・口腔粘膜細胞・吸収性足場およびステントからなる人工食道に関する研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

宮　澤　秀　彰
類洞微小循環改善によるグラフト肝の viability 向上に関する研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

打　波　　　宇
拡大肝切除の安全性向上を目指した細胞内シグナルの人為的修飾に関する研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

柴　田　　　聡
ATP-sensitive K channel の外的修飾による肝細胞保護 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

溝　井　和　夫
脳機能・代謝画像と実時間超音波計測を統合した画像誘導手術法の開発 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

岡　田　恭　司
超音波による軟部肉腫の治療 :アクリジンオレンジを音響感受性物質として 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

田　澤　　　浩
収束超音波による軟部肉腫の治療 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

吉　冨　健　志
毛様動脈血管平滑筋に対する神経ペプチドの効果についての薬理学的研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

齋　藤　　　元
急性炎症時好中球血管外遊走における血管内皮細胞内 VASPの役割に関する研究 
( 科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部

高　野　裕　史
機械的圧縮ストレスがヒト顎関節滑膜細胞へ及ぼす骨代謝作用における分子生物学的解析
(科学研究費補助金 (基盤研究 (C)) 研究成果報告書 )

医 　学 　部
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本学教員科学研究費報告書 科学研究費コーナーに入りました。
（本館→第１書庫　1Ｆ／医分館→情報スペース）
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寄贈者名 書名 責任表示 出版者 出版日付 請求記号

近藤智彦
(教育文化学部）ドゥルーズ /ガタリの現在

小泉義之 , 鈴木泉 , 
檜垣立哉編 平凡社 2008.1 135.5 ll Ko38

佐々木和貴
（教育文化学部） 文学研究は何のため : 英米文学試論集 長尾輝彦編著 北海道大学

出版会 2008.3 930.4 ll N17

佐藤修司
（教育文化学部）

教育基本法の理念と課題 : 戦後教育改革と内外事項区
分論 佐藤修司著 学文社 2007.8 372.1 ll Sa85

斎藤泰
（教育文化学部） 大学教育の構築 : 西洋史からの試み 斎藤泰著 南窓社 2008.2 377.15 ll Sa25

三浦順治
（名誉教授）　 ネイティヴ並みの「英語の書き方」がわかる本 三浦順治著 創拓社出版 2006.6 836 ll Mi67

志立正知
（教育文化学部）

西行歌枕 : その生涯と名歌の舞台を旅する (Sun-
magazine mook) 節田重節編集協力 マガジン・

マガジン 2008.4 911.142 ll F96

成田雅樹
（教育文化学部）

小学校「国語の知識」を定着させる授業づくり : 文科
省全国学力調査対応 : いま求められる国語力の基礎基
本 (「国語力」向上の授業改革 :2)

成田雅樹著 明治図書出版 2008.1 375.82 ll N52

成田雅樹
（教育文化学部）

21世紀における学校教育・国語科の在り方 : 小学校
国語科専門用語候補の選定と理解度調査及び考察 ( 研
究報告 :no. 67)

中央教育研究所
 [ 編 ]

中央教育
研究所 2007.5 375.82 ll C66

渡部育子
（教育文化学部） 北方社会史の視座 : 歴史・文化・生活 第 1巻

長谷川成一, 関根達人,  
瀧本壽史編 清文堂出版 2007.12- 212 ll H86 ll v.1

日高水穂
（教育文化学部）

沖縄フィールド・リサーチ 2 ( 日本・アジア文化調査
実習報告書 :2006年度 -2007年度 )

島村恭則 , 
日高水穂編集

秋田大学
教育文化学部 2007.2 290.4 ll Sh39

 ll v.2

日高水穂
（教育文化学部） アスペクト /テンス /肯否 ( 現代日本語文法 :3)

日本語記述文法
研究会編 くろしお出版 2007.11 815.08 ll N71

 ll v.3

日高水穂
（教育文化学部）

日本海沿岸地域方言の地理的・年齢的分布 (日本海グ
ロットグラム )( 科学研究費基盤研究 (C). 「日本海沿岸
の新方言伝播の地理的歴史的研究」研究成果報告書 )

井上史雄編著 明海大学 2008.3 科研費コーナー

Donald C.Wood 
（医学部）

The economics of health and wellness : anthropo-
logical perspectives (Research in economic anthro-
pology : an annual compilation of research:v. 26)

edited by 
Donald C. Wood Elsevier JAI 2008 498 ll W86

石山公一 , 佐志
隆士 (医学部） マンモグラフィのあすなろ教室 ( 画像診断別冊 ) 石山公一, 大貫幸二 , 

 佐志隆士, 角田博子著 秀潤社 2007.9 WP815 ll Ma
44 ll 2007

本学教員が著し、寄贈されたものです。
ありがとうございました。

8月19日（火）午前中、平成20年度秋田大学子ども見学デーが開催されました。全学で６コースに分
かれ、約180人の親子が、大学の各施設を見学しました。
図書館（本館）には７家族17名の親子が訪れ、図書館ツアーの後、各コーナーで体験し、最後はス

タンプラリーで図書館員と一緒に本を探したりしながら楽しい時間を過ごしていただきました。

子ども見学デー開催

本学教員等著作寄贈図書

昔の教科書
展示コーナー

自動貸出装置
体験コーナー

電子図書
体験コーナー
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医学部分館コーナー
～視聴覚資料活用ノススメ～

医学部分館では、主に医学、看護学、医療技術分野の視聴覚資料約850タイトルを所蔵しています。１階の

視聴覚室（５部屋）で利用できます。授業の予習・復習に役立つ資料の他、実習やOSCE（客観的臨床能力試

験）の準備に活用できる資料もあります。タイトルリストはホームページとカウンターでご覧いただけます。

最近購入したものは、ブラウジングコーナー手前の棚でも確認できます。利用の際は、学生証または図書館

利用者カードをお持ちの上、カウンターまでお申込みください。

＜所蔵ＤＶＤ一例＞
◆医学映像教育センター製作「目で見る」シリーズ
映像とCGアニメーションによって、わかりやすく解説されている教材です。授業の予習、復習に役立ち

ます。「目で見る医学の基礎」、「目で見る病気」、「目で見る薬理学入門」、「目で見る生化学入門」、「目で見

る老年看護学」等を取り揃えています。

◆機能解剖マニュアル　Atlas of Human Anatomy（全10巻）
解剖の基礎知識である各部位の名称とその機能・動き等が本物の人体モデルを使ってビジュアル的に解

説されています。医学をはじめ、リハビリテーションやスポーツ科学等の資料としても活用できます。

◆新医師臨床研修制度対応ビジュアルプログラム研修医のための基本技能（全25巻）
実際の映像やCGを用いて、身体診察や医療面接、治療手技等を修得できるよう工夫された初期臨床研修

の参考資料です。研修医・研修指導医をはじめ、医学部学生にも有益な内容です。OSCEの準備にも活用

できます。

◆ NHKスペシャル驚異の小宇宙人体Ⅲ遺伝子（全６巻）
CG映像を交え、生まれ持った遺伝子によって多様な人生を送る人々の姿を通して、遺伝子のしくみが解

説されているサイエンス・ヒューマン・ドキュメンタリー番組です。

◆ ER : 緊急救命室（Ⅰ～Ⅹ）
救急救命室（Emergency Room）で働く医師や看護師たちを描いた海外ドラマです。NHKで放送されて

いるのでご存知の方も多いでしょう。リアルな医療現場の様子や放映時点での最新の実験的治療の登場な

ど、医療に関する綿密な考証が話題となりました。医学英語の学習にご利用ください。

開館中はいつでも利用できます。授業のあいだや放課後などを利用して、是非ご活用ください！

視聴覚資料は　＊館外貸出はしておりません。館内視聴覚室でご利用ください。

＊学内者のみ利用できます。（学外の方はご利用いただけません。）

＊学内蔵書検索システム（OPAC）で検索できます。

購入して欲しい資料はありませんか？
館内のリクエスト用紙、または分館ホームページから図書や視聴覚資料の購入リクエストができます。

医学部分館では、学生の皆さんからの医学・看護学・医療技術分野のリクエストを受け付けています。

リクエストをいただいた資料は、内容と予算を考慮の上、購入するかどうかを決定します。「あったら

いいな･･･」という資料がありましたら、是非リクエストしてください。お待ちしています。
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夏休み後半は朝夕に秋の気配を感じるようになりました。
日中はまだ暑さの続く中、図書館で勉強する利用者の姿も
増えてきました。
今年はトイレや空調、スロープ等の各種利用環境の改善・
工事を行いました。図書館アンケートも実施します。皆さん
の声を反映させ、効果的な教育環境の整備を推進します。
ご協力よろしくお願いいたします。

1. 後期情報リテラシー授業開催します。

授業名：情報と知識・技術 B

期　日：10月7日～11月18日（毎週火曜日）

教　室：総合情報処理センター第１端末室　（定員50名→申込先着順です）

内　容：ネット時代における的確な情報収集法とレポート・論文作成法を学ぶ

2. 図書館アンケートを実施します。

期　間：2008年10月15日～31日

方　法：図書館HP（WEB）による回答方式です。後日、ご案内します。

3. 図書館特別企画のご案内

期　日：2008年10月18日(土)

内　容：1. 講　演：13:30～14:30 「白神探訪」（講師：井上正鉄　教育文化学部教授 ）

2. 特別展示:10:00～17:00（白神山景写真パネル、白神関係図書）

詳細は図書館HPやポスターでご案内します。

4. 後期用図書館ミニカレンダーを作成しました。

内　容：2008年10月～2009年３月の開館日・開館時間が確認できます。

配　布：図書館本館、医学部分館カウンターでお配りしています。

5. 図書館カウンターから

◎ 本館１Fのエアコン工事が完成しました！

夏休み中は工事のため大変ご不便をお掛けいたしました。おかげさまで全閲覧室とブラウジ

ングコーナーにエアコンが入りました。どうぞ快適な環境でご利用ください。

◎ 県立図書館の本が借りられます！

７月から県立図書館との相互貸借サービスがスタートしました。図書館HPのMy Library

からお申し込みください。本学にない分野の資料が豊富です。詳細はカウンターまで。

◎　閲覧室での飲食は禁止です！

ペットボトルはカバンの中へ。飲食はブラウジングコーナーでお願いいたします。
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